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国内規格 JIS X 0213文字集合および包摂規準の，明治期活字に対する有効性を，明治中期の雑誌『国民之友』

の活字を例に検証た．その結果，約 99.0％の文字が表現可能であることが明らかになった．同時に，JIS X 0213

をベースに，以前『明六雑誌』をもとに作成した近代活字用追加包摂規準の適用を試みたところ，全 28の追加包

摂規準のうち 22が『国民之友』でも稼働し，これにより現代語資料と遜色ないカバー率(99.7%)を達成した．こ

れにより追加包摂規準は明治期の活字の電子化に際し，ある程度一般的に適用できるものであることが検証され

た．さらに『国民之友』での活字調査を通じ，近代活字用追加包摂規準の 3つを修正，32を追加し，さらなる精

密化を目指した．新たな包摂規準の適用で『国民之友』は JIS X 0213ベースで 99.9％の文字が表現可能となる． 
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JIS X 0213, the current domestic standard for character codes, covers approximately 99.0 

percent of the printing types in Kokumin no Tomo, a typeset magazine published in the middle of 

the Meiji period.  In the paper we introduce the additional unification criteria to JIS X 0213, 

which accept certain non-standard kanji characters as equivalent to the specific characters of JIS 

X 0213.  Though the criteria were initially configured for Meiroku Zasshi, the typeset magazine of 

the early Meiji, they proved to be effective as well as for the middle Meiji printing types; as many 

as 22 out of the total 28 criteria were applicable to Kokumin no Tomo.  With further revision to 

the unification criteria (3 amendments and 32 criteria newly added), 0.1 percent of the printing 

types of Kokumin no Tomo is successfully covered by JIS X 0213. 
 

１．はじめに 

紙媒体の文書を電子テキストへ写し取る際に

は，規格として標準化された符号化文字集合に準

拠し，それを運用することが，学術分野・実業分

野を問わず，広く行われている．言語資料の電子

化に際しては，資料に出現した文字を文字集合の

どの符号位置に対応させるべきかという問題（文

字包摂の問題，粒度の問題）や，文字集合にない

文字をどう扱うかという問題（規格外字の問題，

文字セットの規模の問題）が指摘されてきた． 

国内規格としての JIS漢字では，前者の問題に

対しては「漢字の字体の包摂規準」の設定，後者

の問題に対しては，第 3・第 4水準漢字への拡張

という形で対応がなされ，2000 年には国内規格

JIS X 0213 が制定された．現代日本語の一般的

な文書の電子化に際しては，JIS X 0213 がある

程度有効であることは確認されており，例えば国

立国語研究所で開発された約 5,800 万字からな

る『現代日本語書き言葉均衡コーパス』では，JIS 

X 0213 に依拠する文字文字処理を行った結果，

のべ 99.96％の文字が JIS X 0213 で表現できる

ことが確認されている[6]． 

しかし，時代をさかのぼって，現代活字とはや

や異なる日本語活字資料を電子化するにあたっ

ても，JIS X 0213 文字集合が有効であるか否か

は未だ十分な検証はなされていない． 

本研究は，国立国語研究所で検討されている近

代語コーパス構築のための基礎研究として，明治

期雑誌における異体漢字を例に，JIS X 0213 の

有効性と限界を見極め，コーパス構築における文

字処理のあり方を検討するものである． 



２．研究背景‐明治初期雑誌と JIS漢字 

２．１ 『明六雑誌』電子化の事例 

国立国語研究所では「近代語コーパス」の構築

が構想されており，その一環として明治初期の学

術啓蒙雑誌『明六雑誌』を電子化した『明六雑誌

コーパス』が既に公開されている．この『明六雑

誌』の電子化にあたっては符号化文字集合 JIS X 

0213が採用され，JIS包摂規準に従って字体包摂

が行われた．その結果，のべ 98.47%の文字が JIS 

X 0213 で表現できることが確認された．これは

現代日本語の活字資料をもとにした『現代日本語

書き言葉均衡コーパス』でのカバー率を 1.5ポイ

ントほど下回る結果である[3]． 

 

２．２ 言語研究のための文字処理方針と，追

加包摂規準 

『明六雑誌』において JIS外字となった活字の
大部分は，図 1に示すように，現在のどの文字に
あたるかは明らかであるが，JIS包摂規準の範囲
内では包摂できない差異が存在するものである． 

 

（現行字形）  (『明六雑誌』) 
 

  
 
図 1 『明六雑誌』にみられる「序」の活字字形 

 
電子データ化の際，漢字の字体字形の差異をど

の程度意識すべきかは，そのデータの使用目的に

よる．「言語研究用のコーパス作成」という場面

においては，差異を重視して「〓」表示したテキ

ストを作成するよりも，多少の差異は許容し，語

が語として取り出せるよう，規格内字で表現した

方が有用である．そのため，図 1のような差異に

対しても，「近代語コーパス」構築の場面におい

ては字体包摂を行うこととした．実際，明治期の

活字に対する JIS X 0213 のカバー率の高さ（の

べ 98.47%）は，包摂規準適用によるところが大

きく，『明六雑誌』全 43号中，2号分のみのサン

プリング調査ではあるが，包摂規準を適用しなか

った場合，カバー率は 85.96%にまで落ちること

が確認されている[4]．この事実からも，包摂規

準は，文字セットそのものを増やすことなく，活

字字形の差異に対応できるという有用性がわか

る．そこで，明治期の活字に対応するため，『明

六雑誌』の活字調査を経て，近代用追加包摂規準

を設定した．規準設定の基本方針は，大まかに以

下のとおりである． 

 

（１）現行の包摂規準を参考に増補 

 現行の包摂規準に類例がある場合，それを参考

に包摂規準を増補する．図 2は「直」の近代活字

に対応するために設定した追加包摂規準であり，

包摂規準連番 63を参考としている． 

 

実字形  追加包摂規準   既存の包摂規準 

 
図 2 追加包摂規準の設定例（１） 

 

（２）常用漢字表での「デザイン差」等の明確化 

 実際の活字字形に見られる差異の中には，常用

漢字表における「デザイン差」として処理する可

能性もある，特に小さな違いも多い．しかし，ど

こまでをデザイン差とし，どこからを部分字体の

差とみなすかの線引きはそもそも難しい上に，常

用漢字表が掲げるデザイン差はあくまで例示に

とどまっており適用範囲が明確ではない．そのた

め，実際の作業上迷いそうなものに関しては，追

加包摂規準として明確化したものがある．図 3は

「万」の近代活字であり，常用漢字表のデザイン

差に掲げられる「交わるか，交わらないか」の事

例として処理する可能性もあるが，包摂規準とし

て明確化した．  

 

 

 

図 3 追加包摂規準の設定例（２） 

 

（３）『JIS 漢字字典』の個別字形例をもとに一

般化 

『JIS漢字字典』には，一般規則としての包摂規

準のほかに，個別の漢字字体に関して，複数の字

形例が示されている場合が多く見られる．図 4左

は『JIS 漢字字典』における「感」の字形例で，

「心」の位置の差異が示されている．近代活字で

は「感」に限らず，他のさまざまな字でも似たよ

うな差異が生じるため，包摂規準として設定した． 

          

 
図 4 追加包摂規準の設定例（３） 

 

（４）包摂しない差異 

 偏や旁が別の偏・旁になっている，あるいは偏

の有無などの差異は包摂しない．また，JIS X0213

文字集合内で区別されている差異に類するもの

は包摂しない． 

 序 



以上のような方針のもと，近代活字用追加包摂

規準を 28種設定した（図 5）． 

 

 
図 5 『明六雑誌』用追加包摂規準（須永ほか 2011[3]） 

 

『明六雑誌』の異体字処理に関しては，この追

加包摂規準により，本来 JIS 外字となるのべ

2,100字のうち，1,774字，つまり 8割以上が処

理でき，98.48 %であったカバー率も 99.76%，現

代語に 0.1 ポイント差にまで迫ることができる

という結果を得た[3]． 

 

２．３ 課題 

 以上のように，JIS X 0213 文字集合および包

摂規準の検証・追加包摂規準の設定を行ったが，

これはあくまで明治初期の『明六雑誌』という 1

種類のテキストのみをもとにしている．やや時代

の異なる別資料に対しても JIS X 0213 や追加包

摂規準の適用実験を行い，『明六雑誌』用に作成

した追加包摂規準の有効性の検証・規準自体の修

正・洗練を経て，近代活字に広く適用できるよう

な追加包摂規準を画定していくことが課題とな

っている． 

 

３．明治中期の雑誌『国民之友』 

本稿では明治中期の雑誌『国民之友』（図 6）

の異体字調査を行い，JIS X 0213 そのもの，お

よび発表者らが作成した近代活字用追加包摂規

準の有効性を検証することとする．『国民之友』

は，徳富蘇峰によって 1887（明治 20）年に創刊

され，1898（明治 31）年，372号まで刊行された

日本初の総合雑誌である．今回はこのうち創刊か

ら 2年間の 36号分，追加包摂規準作成のもとと

なった『明六雑誌』 1874 (明治 7)～1875 (明治

8)年から 13 年後の資料である．調査範囲の総文

字数は約 164万字，追加包摂規準作成のもととな

った『明六雑誌』約14万字のおよそ12倍であり，

追加包摂規準の検証としても有意義な文字数と

いえよう． 

 

 
図 6 『国民之友』 

４．調査方法 

『国民之友』の異体字調査にあたっては，原資料

のデータ化（１次入力）時，テキストデータ校正

時にそれぞれ目視確認によって異体字を探し出

した．さらに字形差がよく見られる要確認字や，

見つかった異体字と部分字形を同じくする字等

に関しては，文字調査支援ツール（図 7）[8]を

用い，３次確認まで行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 7 文字調査支援ツール「〓箱（げたばこ）」 

 

５．『国民之友』活字と JIS X0213 

『国民之友』創刊 2 年分の文字数はのべ

1,642,791字，うち JIS X0213で表現できるもの

は 1,627,078字，カバー率は 99.04%となった（表

1）．このカバー率は，現代語を対象とした『現代

日本語書き言葉均衡コーパス』(99.96％)，『国民

之友』以前の『明六雑誌』(98.48%)の中間に位置

する結果となった（図 8） 

 



表 1 『国民之友』活字と JIS X0213 

文字区分  のべ字数 異なり字数 

JIS X0213 1,627,078 4,868 

第 1水準 1,525,348 2,788 

第 2水準 100,170 1,818 

第 3水準 1,225 147 

第 4水準 335 115 

外字 15,713 85 

総計 1,642,791 4,953 

カバー率 99.04% 98.28% 

『明六雑誌』カバー率 98.48% 97.02% 

 

 
図 8 カバー率の比較（のべ字数） 

 

６．『国民之友』における JIS外字 

『国民之友』を電子テキスト化する場合，JIS

外字となるものは，全体の 1%程度とはいえ，実

数としてのべ 1万字以上が「〓」表示などによっ

て読めなくなるというのは，研究利用を考えた際

には望ましいことではなく，可能な限り文字の形

で「読める」ように電子化を実現したい．そこで，

これらをそのまま「〓」表示で放置するのではな

く，なんからに救い上げる方策を考えたい． 

JIS外字となるものは，大きく三つに分けられ

る．一つは図 9に示すように，文字集合にない字，

いわば外字らしい外字である． 

 

 

 

 

図 9 『国民之友』にみられる JIS外字例（１） 

 

続いては，本文中での使用実態から，現行の通

用字のどの字にあたるかは明らかではあるもの

の，偏や旁が異なるもの．図 10 左，『国民之友』

に見られる活字は，現代での「障害」にあたると

思われるが，「障」の字の偏が「石」になってい

る． 

 
図 10 『国民之友』にみられる JIS外字例（２） 

 

残る一つは，実際の字形の類似及び本文中での

使用実態から，現行の通用字のどの字にあたるか

は明らかではあり，外形上差異も偏や旁の交替と

いった図 10 のようなレベルではなく，より部分

的なわずかな差が認められるにすぎないが，その

差異は JIS 包摂規準の範囲内では包摂できない

ものである．図 11は『国民之友』にみられる「誤」

の異体漢字であるが，JIS包摂規準連番 48では，

この差異を包摂できず，包摂規準に厳密に依拠す

るならば，外字という扱いになってしまう． 

 

『国民之友』活字    JIS包摂規準連番 48 

 
 

図 11 『国民之友』にみられる JIS外字例（３） 

 

以上のように，外字といってもその程度によっ

て三つのタイプに分けられる．これらに対処する

方法としては，JIS X0213より大きな文字集合を

適用する，あるいは JIS漢字の範囲内で，近代活

字に対応できるよう，包摂規準を拡張・修正する

という方法が考えられよう．主に図 9，10のよう

な外字に対応するためには前者の方法が有効に

思えるが，現時点では規模の多い文字集合を適用

したところで，近代の活字には対応しきれるもの

ではない．例えば JIS X 0213 に代わって，その

約 8.5倍の規模の文字集合 Unicode4.0で文字処

理を行った場合でも，のべ 15,713の JIS外字の

うち Unicode で表現できるのはわずか 2%ほど，

のべ 364 字にすぎず，15,349 字は結局外字のま

まとなり，さほど結果は変わらない． 

そこで，むしろ効果が期待されるのは後者の方

法，包摂規準の拡張である．実際，『国民之友』

で JIS外字となるものの大半は，図 11のような

わずかな差異を持つものであり，近代活字に対応

するための包摂規準の設定により，1万字単位で

の JIS外字を処理できることが期待される． 

97.5 98 98.5 99 99.5 100 

現代日本語 

書き言葉均衡 

コーパス 

『国民之友』 
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『明六雑誌』 

1874-1875 



７．近代活字用包摂規準 

７．１ 『明六雑誌』版追加包摂規準と『国民

之友』 

 前掲図 5，『明六雑誌』での活字をもとに作成

した近代用追加包摂規準を『国民之友』での活字

処理に適用してみた．結果は表 2のとおり，近代

用追加包摂規準の適用により，15,713 字あった

JIS外字のうちの約 78%，12,296字が JIS X 0213

規格内で表現できるようになった．カバー率の面

でも『明六雑誌』に適用した場合とほぼ同様の結

果となり，近代用追加包摂規準が，『明六雑誌』

以外の近代活字資料に対しても有効であること

が確認された． 

 また，追加包摂規準の稼働率という観点からも

設定した 28の規準のうち 22が『国民之友』の文

字処理にも適用された．約 8割が稼働したという

ことからも，近代用包摂規準の有効性が検証でき

たといえよう． 

 

表 2『国民之友』活字に近代用追加包摂規準を

適用した結果（のべ字数） 

 
JIS X0213 追加包摂規準適用 

 
文字数 文字数 

処理可能字  1,627,078 1,639,324 (+12,296) 

第 1水準 1,525,348 1,536,711 (+11,363) 

第 2水準 100,170 101,103 (+933) 

第 3水準 1,225 1,225   

第 4水準 335 335   

外字 15,713 3,417 (-12,296) 

カバー率 99.04% 99.79% 

『明六雑誌』 

カバー率 
98.48% 99.76% 

 

 さらに，約 14 万字の『明六雑誌』から約 164

万字の『国民之友』に適用規模を広げたところ，

『明六雑誌』時点では見られなかった活字字形に

も同様の包摂規準が適用できる，という事例も多

くみられ，この面においても近代活字用追加包摂

規準の一般性が確認できた．例えば図 12 は『明

六雑誌』において「候」「侯」の活字に対応する

ために設定された追加包摂規準「近代 10」だが，

『国民之友』では，この 2字に加え，新たに出現

した「喉」の活字に同様の規準が適用された． 

 

 
図 12 近代活字用追加包摂規準適用例 

 

一方，近代活字用包摂規準のうち，『国民之友』

では稼働しなかったものは表 3のとおり．これら

の活字体に関しては，13 年前の『明六雑誌』と

比べて現代の活字体に近づいていることが確認

されたことになる． 

表 3『国民之友』で稼働しなかった近代用追加

包摂規準 

近代活字用包摂規準 『明六雑 

誌』活字 

『国民之 

友』活字 

  
 

   

 
 

 

 
  

 

  

 
 

（「号」の

活字なし） 

 

 

７．２ 近代用追加包摂規準の追加・修正 

 表 2 より，『明六雑誌』の活字をもとに作成さ

れた近代活字用追加包摂規準が，『国民之友』で

の活字に対しても同等の有効性を持つことは確

認されたが，調査対象の文字数を増やせば増やす

ほど，さまざまな字体字形の差異が目につくよう

になる．『明六雑誌』の約 12倍の文字数をもつ『国

民之友』での事例収集から，近代用追加包摂規準

を追加・修正することで，処理可能な文字をさら

に増やせると同時に，追加包摂規準自体の一般

性・有用性も高められると考える． 

 例えば図 13 は『明六雑誌』での活字をもとに

設定された近代活字用包摂規準の一つであるが，

『国民之友』での活字を調査した結果，図 14 の

ようにさらに細かい差異のパターンが認められ

るため，図 14 の矢印部分の差異に関しても明記

するよう修正する． 

 

 
図 13 近代活字用追加包摂規準「近代 16」 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

図 14 『国民之友』における「直」「置」「値」 

 

さらに，同様の差異は図 15 のような活字にも

見られるため，包摂規準としては「十」の部分を

除いて一般化した方が適用範囲上，望ましい．そ

こで図 13に示した近代活字用包摂規準「近代 16」

は図 16「近代 16改」に修正した． 

 

 

 

図 15 『国民之友』における「縣」「嗔」 

 

 

 

 

図 16 近代活字用追加包摂規準「近代 16改」 

 

同様の事例として，図 17に示す「近代 15」の

修正も行った．『国民之友』には活字「号」は現

れず，この規準自体は稼働しなかったが，図 17

矢印部分のような差異に関しては，図 18 に示す

ように，『国民之友』における活字にも広く見ら

れた．そこで図 19に示すように修正した． 

 

 

 

図 17 近代活字用追加包摂規準「近代 15」 

 

 
図 18 『国民之友』における「汚」「朽」（左） 

 

 

 

図 19 近代活字用追加包摂規準「近代 15改」 

 

 以上のような，近代活字用包摂規準の修正・一

般化という作業に加え，規準自体の新設も行った． 

まず，『明六雑誌』での活字調査をもとに近代

用包摂規準を設定した時と同様，既存の JIS包摂

規準に，新たに包摂字体を追加する場合．図 20

は JIS包摂規準連番 116,117であるが，『国民之

友』には図 21 のような異体活字が存在する．そ

こで図 22 のように包摂字体を追加し，これを近

代活字用包摂規準「近代 40」「近代 41」とした． 

 
図 20 JIS包摂規準連番 116,117 

 

 

 

 

図 21 『国民之友』における「延」「政」 

 

 

 

 

図 22 近代活字用追加包摂規準「近代 40,41 

 

また，図 23は JIS包摂規準連番 183 であるが，

『国民之友』には「掫」に限らず，図 24 のよう

な異体活字が存在する．そこで図 25のように「て

へん」を除き一般化し，これを近代活字用包摂規

準「近代 54」とした． 

 

 

図 23 JIS包摂規準連番 183 

 

 

 

 

図 24 『国民之友』における「取」 

 

 

 

図 25 近代活字用追加包摂規準「近代 54」 

 

JIS包摂規準連番のいずれかを増補する場合に

とどまらず，包摂規準自体を新設する場合もある．

『国民之友』では図 26 に示すような活字が多様

に見られる．既存の JIS包摂規準連番 189でも似

たような差異を扱っていることからも，このよう

な差異も包摂規準として設定するのが妥当と判

断し，図 27 のような近代活字用包摂規準を設定

した． 

 

 
図 26 「裕」「浴」の活字字形と JIS包摂規準 

 

 

 

図 27 新設した包摂規準「近代 31」 

 



a)方向・曲直などの点画の性質による違い 

近29 7  近30 JIS漢字字典字形例 近31 189  

近 32 38 近 33 38  

b)２点画の接触交差関係の違い 

近 15改   近 34 52,54   近 35 48  

近 36 48に追加    近 37 48,64  

近 38     近 16改  

近 39 51  

c)２点画の結合分離の違い 

近 40 116に追加       近 41 117に追加  

近 42 103に追加      近 43 120  

d)１点画の増減の違い 

近 44 124～129     近 45 130～134  

近 46 130～134      近 47 130～134  

近 48 130～134    近 49 130～134  

e)類型の統合 

近 19改  

f)筆法の簡化の違い 

近 50 179     近 51    近 52  

近 53      近 54 183を拡張  

近 55     近 56     近 57  

近 58    近 59   近 60  

 

 

 上記のような過程を経て，近代用追加包摂規準

のうち 3 つを修正，32 を新設した．前掲図 5 に

対し，『国民之友』での検証を経て修正・新設し

た近代用追加包摂規準を図 28に示す． 

図 28 修正・新設した近代活字用追加包摂規準 

図では近代活字用包摂規準連番，包摂字体，参

考にした JIS包摂規準連番，適用対象活字例，の

順に示した（『明六雑誌』で設定した近代 1～28

のうち，修正されなかったものは図 5参照）． 

 



７．３ 修正版包摂規準の適用結果 

 『明六雑誌』をもとに設定した近代活字用追加

包摂規準（全 28）に，『国民之友』での活字調査

をもとに図 28 に示したような追加・修正を施し

た修正版包摂規準（全 60）を『国民之友』に適

用した結果，表 4に示す通り，カバー率は 99.98%

に上昇，『現代日本語書き言葉均衡コーパス』を

やや上回る結果を得ることができた． 

 

表 4 修正版包摂規準の適用結果 

 
JIS X0213 

『明六雑誌』 

追加包摂 

近代 1～28 

『国民之友』 

追加包摂 

近代 1～60 

処理可能字 

（のべ） 
1,627,078字 1,639,324字 1,642,382字 

外字  

（のべ） 
15,713字 3,417字 409字 

カバー率 99.04% 99.79% 99.98% 

『明六雑誌』

カバー率 
98.48% 99.76%   

『現代日本

語書き言葉

均衡コーパ

ス』カバー

率 

 

 

99.96%     

 

 
 JIS X0213 追加包摂近代 1～28 追加包摂近代 29～60 

 

図 29 カバー率の比較 

 

８．おわりに 

以上，本稿では『国民之友』での活字調査をも
とに，近代活字用追加包摂規準の検証・増補を行
った．『明六雑誌』での活字をもとに設定した近
代活字用の追加包摂規準は，『国民之友』におい
ても有効であり，これを適用することによって近
代の活字でも，現代活字と遜色ない程度に JIS漢
字の範囲内で表現できることが確認された． 
今回『国民之友』での活字をもとに包摂規準の

増補・修正を試みたが，調査する文字が増えれば
増えるほど，目に留まる差異も増えるというのは
ある意味当然であり，追加包摂規準は『明六雑誌』

時点では 28であったのに対し，本研究の結果 60
に倍増した．今後，調査の度にやみくもに規準が
増えるというのも実用性の面では望ましいこと
ではなく，今後は事例の蓄積のみならず，整理も
必要になってこよう．本研究は「コーパス作成の
作業のための指針作り」という実地面での要請か
らスタートしていることもあり，入力作業者が迷
うもの，気になる差異は「包摂規準」として明示
する，という方針を取ってきた．しかし，近代活
字用の追加包摂規準の中には，実際は「包摂され
る字体差」というより近代活字の「デザイン差」
とみなした方がふさわしい差異も含まれよう．現
代活字における「デザイン差」の適用範囲が明確
でなかったこともあり，本研究までは作業上の効
率を考えて，気になる差異に関しては「包摂規準」
として明確化していくという方法で，ここまで蓄
積を行ってきた．ある程度事例が蓄積されてきた
現在，今後の整理のあり方としてはここまでの追
加包摂規準，および「作業者に気にとめられなか
った，さらにわずかな差異」の事例蓄積まで含め，
「近代活字特有のデザイン差」を設定し，現在「追
加包摂」一本である処理方法を再整理を目指すべ
きではないかと考えている．『明六雑誌』『国民
之友』と調査を重ね，事例も度蓄積されてきたの
で，今後の課題としたい． 
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